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１ 
 

 

Ⅰ．高速道路株式会社法第１０条に基づく事業計画について 

事業計画については、高速道路株式会社法（以下、会社法）第１０条に基づ

き、高速道路株式会社が、毎事業年度の開始前に、その事業年度の事業計画を

定め、国土交通大臣の認可を受けることとなっている。 

なお、事業計画を申請するにあたり、会社法施行規則第１１条第１項で規定

されているとおり、資金計画書及び収支予算書を添えて、国土交通大臣に提出

することとなっているため、当該事業年度の資金計画書及び収支予算書も添付

する。 
 

 平成２５事業年度の事業計画については、事業全体としては総額５，９７５

億円の事業費、うち高速道路事業に係る総額は５，６５１億円の事業費を予定

している。資金計画については、総額３，８６７億円の資金を社債の発行や民

間金融機関からの借入金等により調達する予定である。収支予算については、

当期純損失として１７億円発生する予定である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



２ 
 

 

Ⅱ．事業計画 

１．高速道路事業に係る事業計画 

平成２５事業年度における高速道路事業については、高速道路の新設・改築、

及び維持、修繕、災害復旧等で構成される。 

 高速道路の新設、改築については、信頼性の高い高速道路ネットワークを構

築するため、計画的かつ重点的な高速道路整備を行うとともに、その機能向上

強化を図るため、２，７９７億円の事業費（一般管理費、建設中利息を除くと

２，６３０億円）を予定している。また、本事業年度内の開通予定道路として、

一般国道４７号（仙台北部道路）（富谷ＪＣＴ～富谷）１．７ｋｍ、一般国道４

６８号（東京湾横断・木更津東金道路）（東金ＪＣＴ～木更津東）４２．９ｋｍ

を、宮城県道路公社からの移管予定道路として、一般国道６号（仙台南部道路）

（仙台若林ＪＣＴ～仙台南）１２．２ｋｍを予定している。 

 
高速道路の維持、修繕、災害復旧その他の管理については、適正かつ効率的

な維持管理や道路施設について中長期的に管理するために必要な修繕を実施す

るため、２，８５４億円の事業費を予定している。 
なお、他の高速道路株式会社の事業範囲における高速道路の新設・改築、及

び維持、修繕、災害復旧等に関する事業は、本事業年度において事業実施予定

はない。 
以上の内容をまとめると、高速道路事業に係る平成２５事業年度の事業計画

は下記のとおりである。 

 
事業区分 事業の概要（実施の方法・事業量） 所要資金の額

高速道路の新設、改築 
 

東関東自動車道など計１０道路３０９ｋｍの新設、関

越自動車道など計２１道路８６ｋｍの改築 
２，７９７

高速道路の維持、修繕、災害復旧そ

の他の管理 
北海道縦貫自動車道など計３２道路３，６７７ｋｍの

維持、修繕等 
２，８５４

会社法第５条第２項に規定された以

外の高速道路における新設、改築 
 

― 

会社法第５条第２項に規定された以

外の高速道路における維持、修繕、

災害復旧等 

 
― 

合計Ａ（高速道路事業）  ５，６５１

 

 
  

単位：億円 



３ 
 

 

２．高速道路事業以外の事業に係る事業計画 

平成２５事業年度における高速道路事業以外の事業については、休憩所、給

油所等の建設・管理、国、地方公共団体等の委託に基づく道路の新設、改築、

維持、修繕等、及びその他事業で構成される。 
高速道路の休憩所、給油所等の建設・管理については、高速道路の供用に伴

う新規のサービスエリア等の建設、既存サービスエリア等の管理及び今後の事

業準備を行うため、１７７億円の事業費を予定している。 
国、地方公共団体等の委託に基づく道路の新設、改築、維持、修繕等につい

ては、高速道路事業に関連する他の道路事業の委託事業を着実に実施するため、

１２９億円の事業費を予定している。 
なお、その他事業については、駐車場事業、トラックターミナル事業、高架

下の占用施設を活用した事業、コンサルティング事業、宿泊事業、カード事業、

Ｗｅｂ事業などを展開するため、１９億円の事業費を予定している。 

 
以上の内容をまとめると、高速道路事業以外の事業に係る平成２５事業年度

の事業計画は下記のとおりである。 

 
 

事業区分 事業の概要（実施の方法・事業量） 所要資金の額

高速道路の休憩所、給油所等の

建設・管理 
 

北海道縦貫自動車道有珠山サービスエリアなど計２

７２箇所のサービスエリア・パーキングエリアの管理 １７７

国、地方公共団体等の委託に基

づく道路の新設、改築、維持、

修繕等（※１） 

「一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道（鶴ヶ島

ＪＣＴ～久喜白岡ＪＣＴ）建設事業の施行に関する用

地細目協定」に基づく受託事業ほか 
１２９

会社法第５条第２項に規定され

た以外の高速道路における休憩

所、給油所等の建設・管理 

 
    ― 

その他の事業 
 

駐車場事業１箇所、トラックターミナル事業２箇所、

占用施設活用事業６８箇所、コンサルティング事業、

宿泊事業１箇所、カード事業、Ｗｅｂ事業ほか 
１９

合計Ｂ（高速道路事業以外）  ３２４

 

合計（Ａ＋Ｂ）（全事業）  ５，９７５

※１ この中には、会社法第５条第５項に基づいて、国、地方公共団体、地方道路公社以

外の事業者の委託に基づく道路の新設、改築、維持、修繕等の所要資金３億円を含

む。 

 
  

単位：億円 



４ 
 

 

■資金計画書 

平成２５事業年度の資金計画書は下記のとおりである。 

科 目 
金 額

合 計 高速道路事業 高速道路事業以外

収入の部 
（営業的収入） 
 高速道路事業営業収入 
 関連事業営業収入 
  ＳＡ・ＰＡ事業収入 
  その他の事業収入 
  受託事業収入 
営業外収入 

（資本的収入） 
 社債・借入金 
  機構からの無利子借入金 
  社債 

民間借入金 
 前期繰越金 

６，０７５

２５０

１０５

１６

１２９

     －

３，８６７

    －

３，０００

８６７

６０６

６，０７５

－

３，８６７

－

３，０００

８６７

３５３

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３，８６７） 
（    －） 
（３，０００） 
（  ８６７） 
（    ２６） 

２５０

１０５

１６

１２９

－

 
２５２

合  計 １０，７９８ １０，２９５ （３，８９３） ５０３

支出の部 
（営業的支出） 
 高速道路管理費 
  道路維持管理費 
  道路業務管理費 
  一般管理費等 
 道路資産賃借料 
 関連事業管理費 
  ＳＡ・ＰＡ事業管理費 
  その他の事業管理費 

受託事業営業費 
（資本的支出） 
 高速道路新設・改築費 
  新設・改築費 
  一般管理費等 
  支払利息等 
 高速道路修繕費 
  修繕費 

一般管理費等 
  支払利息等 
 関連事業建設費 
  ＳＡ・ＰＡ事業建設費 
  その他の事業建設費等 
 社債等償還金 
 次期繰越金 

１，５１５

７０９

５４２

２６５

４，３０５

２１９

７５

１６

１２９

２，７９７

２，６３０

１１３

５４

１，３３９

１，２４０

７２

２７

１０５

１０２

４

５０

４６７

１，５１５

７０９

５４２

２６５

４，３０５

２，７９７

２，６３０

１１３

５４

１，３３９

１，２４０

７２

２７

５０

２８９

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２，７６９） 
（２，６０２） 
（    １１３） 
（    ５４） 
（１，１１９） 
（１，０４２） 
（    ５１） 
（    ２７） 
 
 
 
 
（     ５） 

２１９

７５

１６

１２９

１０５

１０２

４

－

１７８

合 計 １０，７９８ １０，２９５ （３，８９３） ５０３

 
 
  

単位：億円 

※ 端数処理の関係により合計が一致しない場合がある。
※ 高速道路事業欄の（ ）書きは、機構へ承継する道路資産の形成に係る資金計画である。 

添  付



５ 
 

 

■収支予算書 

平成２５事業年度の収支予算書は下記のとおりである。 

科 目 
金 額 

合 計 高速道路事業 高速道路事業以外 

Ⅰ．高速道路事業営業損益 

１．営業収益 

（１）料金収入 

（２）その他収入 

          ・道路資産完成高 

２．営業費用 

  （１）道路資産賃借料 

    （２）道路資産完成原価 

（３）管理費用 

・維持修繕費 

     ・管理業務費 

     ・一般管理費等 

     ・租税公課 

     ・減価償却費 

  （４）引当金等 

高速道路事業営業利益 

Ⅱ．関連事業営業損益 

１．営業収益 

（１）ＳＡ・ＰＡ事業収入 

（２）その他の事業収入 

（３）受託事業収入 

２．営業費用 

  （１）ＳＡ・ＰＡ事業費 

（２）その他の事業費 

（３）受託事業費 

関連事業営業利益 

全事業営業利益 

Ⅲ．営業外収益 

Ⅳ．営業外費用 

経常利益 

Ⅴ．特別利益 

Ⅵ．特別損失 

       税引前当期純利益 

       法人税、住民税及び事業税 

       法人税等調整額 

       当期純利益 

８，１７８

６，０４４

２，１３３

２，１３３

８，１９０

４，１０２

２，１５３

１，６７６

６７５

５２１

２４０

１７

２２４

２５８

▲１２

 

２４１

１０１

１６

１２５

２２８

８６

１７

１２５

１３

１

－

１８

▲１７

－

－

▲１７

－

 －

▲１７

 

８，１７８ 

６，０４４ 

２，１３３ 

２，１３３ 

８，１９０ 

４，１０２ 

２，１５３ 

１，６７６ 

６７５ 

５２１ 

２４０ 

１７ 

２２４ 

２５８ 

▲１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲１２ 

－ 

８ 

▲２０ 

－ 

－ 

▲２０ 

 － 

－ 

▲２０ 

２４１

１０１

１６

１２５

２２８

８６

１７

１２５

１３

１３

－

１０

３

－

 －

３

－

－

３

単位：億円 

※ 端数処理の関係により合計が一致しない場合がある。 
※ 引当金等にはマイレージ割引費用等を計上している。 
※ 高速道路事業における損失については、高速道路事業に係る利益剰余金を活用して、機構に

帰属する道路資産を形成し、債務の引渡しを行わない事業（２０億円）を含む。 

添  付


